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【はじめに】今回の国家試験は、臨床検査技

師の第一歩を踏み出す能力を担保するという

観点から、適正なレベル水準であった。しか

し、出題内容によっては、正答率に大きな格

差があり、その問題について正答率の客観的

な評価を行う必要がある。そこで、今回、京

都保健衛生専門学校の調査資料と比較検討

し、本校の教育の弱点を見極め、今後の教育

改善に繋げる目的で検討した。 

【対象及び方法】①第５４回国家試験問題並

び厚生労働省発表による正答 ②平成１９年

度本校卒業生８０名(Ａ)の自己採点結果と解

答分布 ③京都保健衛生専門学校における国

家試験正答率調査２０校(Ｂ)をそれぞれ対象

とする。①の正答をもとに②と③の正答率を

比較し、20％以上の差異が認められる問題を

抽出する。次に、その要因となる原因分析を

行い、本校の教育の在り方について考察する。 

【結果及び考察】ＡとＢの正答率 20％以上の

差異が認められる問題は、午後７(Ａ19％，Ｂ

40％)、午後９(Ａ88％，Ｂ60％)、午後２８(Ａ

64％，Ｂ35％)、午前３３(Ａ67％，Ｂ45％)、

午後３６(Ａ98％，Ｂ71％)、午後４０(Ａ68

％，Ｂ38％)、午後４３(Ａ86％，Ｂ35％)、午

前７２(Ａ84％，Ｂ62％)、午後７４(Ａ89％，

Ｂ64％)、午後８３(Ａ30％，Ｂ62％)、午後９

５(Ａ16％，Ｂ41％)、午後９８(Ａ14％，Ｂ36

％)の１２題であった。本校の学生の正答率か

ら、午後７は、髄液検査の算定方法の習得が

されておらず、午後９では逆に媒介昆虫に関

わる教育は十分であることを示唆している。

又、午後２８の高い要因は、教育カリキュラ

ムに画像検査を導入し、超音波の教育のみな

らず、ＭＲＩ教育にも力を注ぎ、且つ、授業

人気度の高い先生が教授していることが原因

と考えられる。臨床化学領域３１題は午前３

３、午後３６，４０，４３を含め、平均正答

率 82％と高く、広範囲に亘り学生全体の学力

の高さが認められる。その中で、午後４０の

ＴＤＭの出題では、学生が正答を選ぶ選択肢

が的確で、正答でない選択肢５を選んで間違

えたことはやむを得ないと考える。微生物検

査領域２２題の平均正答率は、85.5％と、学

生全体の習得度の高さを示す。午前７２では、

写真の判読、確認培地の判定、菌種の性状問

題にも理解度が高く、午後７４の真菌検査の

出題においても、菌種の同定が的確であった。

一方、午後９５，９８の情報科学では、電子

化教育の弱点が浮き彫りとなった。近年の国

家試験問題は、出題内容が精査されているた

め、各学校での教育の在り方を再評価する必

要がある。しかしながら、③の医用工学領域

(１２題)の平均正答率は 43％と低く、出題内

容が適切でないと思われる問題もある。毎年、

本校の国家試験正答率は、臨床化学、臨床微

生物科目で常に高い水準を示している。一方、

本校のコンピュータ教育は、実践的な利用方

法を中心に展開し、又、学生の授業評価から

医用工学の理解度の低さが明白となった。今

後は、医用工学や情報科学領域におけるコン

ピュータ教育の基礎とは何かを明確にし、そ

の在り方を再検討しなければならない。 


